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東日本大震災に伴う影響および支援について 

 
 
 
東日本大震災に被災されました方々に心よりお見舞い申し上げます。被災地での一日も早い復旧、復興を

祈念するとともに、当社として全社を挙げて支援してまいります。 
 平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災による当社への影響および支援活動について下記の通りお知

らせいたします。 
記 

 
1． 事業・業務への影響について 

当社のスタッフ、設備等の業務への支障はありません。サービス提供についても、被災されました地域

において一部のお客様に通信環境等で影響があるものの、通常通り 24 時間運営を継続しています。 
 

2． 復旧・復興支援の取り組み 
当社では創業以来、「Weather never sleeps（天気は眠らない）」の考えのもと、常に安全性を最優先に、気

象や地象による被害を軽減するために 24 時間 365 日サービスを提供しています。 
今回の大震災については、早急な復旧、復興のために、契約があるなしに関わらず、気象会社として、

また当社として支援できることに、社員一同全力を尽くしていきます。 
 
1） BtoB（企業・法人）向け 

被災地向けの物流（海運、道路、鉄道）における運航・運行判断支援、全国の警察、防災ヘリに対す

る復旧・復興支援のための運航判断支援サービス、建築・港湾復旧作業への支援など、復旧・復興を

気象面から支援を継続していきます。 
 

2） BtoS（個人）向け 
携帯電話、スマートフォン、パソコンで、「東日本大震災特設サイト」を無料開設。被災地の気象情

報や 4 万通を超える被害リポートにより、サポーターとともに、被災地の復旧・復興活動を支援して

います。また、被災地や復旧・復興に従事する方々に向け詳細な気象情報を提供するために、宮城、

岩手、福島等の被災地最大 50 か所に、気象観測設備の設置を KDDI とともに開始しています。 
 
3． 名古屋オペレーションバックアップセンター 

事業継続の観点から、グローバルなお客様にさらに安心・安定したサービスを利用いただくために、グ

ローバルセンター（千葉市美浜区）をメインにしながら、名古屋においても運営を可能にするために、「名

古屋オペレーションバックアップセンター」を開設し、運営の一部の機能を開始しています。 
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